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  10．『Binary unit 2006』 
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1  北澤憲昭、『眼の神殿』、美術出版社、1989 年、（107 項を参照） 
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5 『現代陶芸』十二巻、講談社、1975 年、（乾由明、「八木一夫論」、132 項－147 項を参照） 



































1958 年に初出品、1959 年に協会賞を受賞している。 
                                                  





体』（1963 年）などであり、鈴木治では、『泥像』（1965 年）、山田光の『塔』（1964 年）、『碑』
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中日国際陶芸展（1973 年～1987 年） 




日本クラフト展（1986 年～、前身は日本ニュークラフト展 60 年～85 年） 
朝日現代クラフト展（1983 年～、朝日新聞主催） 
伊丹国際クラフト展（1998 年～、前身は伊丹クラフト展 89 年～97 年） 
 
1980 年代には、クレイワーク、ファイバーワーク等の言葉を用いた展覧会が開かれるよう



















                                                  









 「日本現代陶芸展―4 人の視点」（オーストラリア） 
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 「国際テキスタイルコンペティション’87 京都」 
1988 年 
「シガ・アニュアル’88 陶 生まれ変わる造形展」（滋賀県立近代美術館） 



















                                                  
21 『日本のやきもの史』、美術出版、1998 年、（「近・現代やきもの関連年表」184 項を参照） 




































                                                  
22 『美術手帖』、2005 年 7 月号、（椹木野衣「レントゲン藝術研究所という時代」196 項を参
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1990 年  
「昭和の陶芸・伝統と革新 ヨーロパリア’89 ジャパン現代陶芸帰国展」（愛知県陶磁資料館） 
                                                  
24 樋田豊次郎、『工芸の領分』、中央公論美術出版、2003 年、（250－251 項を参照） 
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「現代の土展」（東京都美術館） 









1993 年  
「現代の陶芸 1950-1990」（愛知県美術館） 
 「手わざと現代」（埼玉県立近代美術館） 







 「近作展１７―クレイワークの 4 人展」（国立国際美術展） 
1996 年 
 「戦後の美術―1960 年代のアヴァンギャルド展」（倉敷市立美術館） 
「磁器の表現・1990 年代の展開」（東京国立近代美術館工芸館） 








































1995 年から 2005 年における美術に関して、批評家の松井みどりが 95 年以降の時代感覚を
                                                  
25 『日本のやきもの史』、美術出版、1998 年、（「近・現代やきもの関連年表」184 項を参照）、 




































                                                  





これまでみてきた 70 年代から 90 年代の「素材」に対する考え方の推移を簡単にまとめて































                                                  




































































                                                                                                                                                   






に制作した『環体』から最新作『FEITICO』まで 18 点の作品紹介となる。 
  
１．『環体 cyclic form』   
制作年：2001 年  





























2  釉薬の質について、透明釉、マット釉、乳濁釉、結晶釉と表現する。 


























































                                                  























と骨 2002  cavity and remains』 
 制作年：2002 年 













































   



















 制作年：2003 年 




















































と骨 2003  cavity and remains』 
 制作年：2003 年 
サイズ：H16 W18 D15cm、H18 W18 D15cm 、H14 W18 D20cm 






















































 制作年：2003 年 
 サイズ：H7 W20 D15cm、H9 W10 D15cm 
素材 ：磁土（丸石窯業原料株式会社製｢ニューボーン」、色は極めて白いが黄みが少し
ある） 










































































８．『Congeries』        
制作年：2005 年 





シャモット（耐火粘土を 1300～1400 度に加熱し、粒状にしたもの） 
長石（アルミニウム･ナトリウム･カルシウム･カリウムなどを含む珪酸塩鉱物）  
   [紙の立体物：紙、紙紐（市販）] 





・ 15cm から 30cm の長さの紙紐に短冊状の紙を巻き、表面に紙紐を巻いたもの（紙を
巻いた部分の断面の径が２cm から 15cm 程度の太さに巻く）。 
・ 紙紐を結んで円にして、短冊状の紙を巻き、表面に紙紐を巻いたもの（紙を巻いた






































 制作年：2005 年 
 サイズ：H20 W45 D45cm 
素材 ：磁土（丸石窯業原料株式会社製「ニューボーン」、色は極めて白いが黄みが少し
ある） 













９．『untitled』      
 
 48 
１０．『Binary unit 2006』 
 制作年：2006 年 
 サイズ：H8 W240 D135cm 




シャモット（耐火粘土を 1300～1400 度に加熱し、粒状にしたもの） 
長石（アルミニウム・ナトリウム・カルシウム・カリウムなどを含む珪酸塩鉱物）  


















    
①紙紐に短冊状の紙を巻く        ③紙の立体物に泥しょうを   ⑤本焼成(焼成温度:1250℃) 


























 制作年：2006 年 


















































































⑭本焼成（電気窯、酸化焼成、焼成温度：1230℃）    
 
（左）    
   ③山と山を加圧して接合し     ⑤内部を削りだす                    
成形する 
（右）    































 制作年：2006 年 











②紙紐をネットに巻く：紙紐を巻いた部分の断面の径が３mm から１cm 程度の太さに巻く。 
③さらに、くもの巣のように紙紐をはりめぐらせた後、紐を絡み合わせて編む 










１２．『untitled』    
 55 
１３．『untitled』 
 制作年：2006 年 


































 制作年：2007 年 








シャモット（耐火粘土を 1300～1400 度に加熱し、粒状にしたもの） 
長石（アルミニウム･ナトリウム･カルシウム･カリウムなどを含む珪酸塩鉱物）  
   [紙の立体物：紙紐（市販）] 
     
①陶土で板を作り本焼成する：粘土板は 75cm×14cm の大きさで厚みは 1.2cm のもの数枚、 



































１５．『Binary unit  2007』 
 制作年：2007 年 





シャモット（耐火粘土を 1300～1400 度に加熱し、粒状にしたもの） 
長石（アルミニウム･ナトリウム･カルシウム･カリウムなどを含む珪酸塩鉱物）  
     [紙の立体物：紙、紙紐（市販）] 























      
③紙の立体物に泥しょうを    ④型の中に紙の立体物（と配合した粉） 
しみこませる          を入れる 
 
 
１５．『Binary unit  2007』 
 60 
１６．『Weaving』 
 制作年：2007 年 













   [紙の立体物：紙紐（市販）] 
 




























 制作年：2007 年 






















１７．『untitled』    
 63 
１８．『FETICO』 
 制作年：2007 年 















   [紙の立体物：紙紐、麻紐（市販）] 




















     
 
 64 
      
    
   
     ①紙紐、麻紐を編む 
 65 
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１．『環体 Cyclic form』      ２．『Side/Side』 





























































































































                                                  




   














































   H22W45D26, H24W27D20, H22W27D33 
       H18W18D15, H16W18D15,H14W18D20  













































      
７．『蒴果
さくか
』2004 年 H75W300D400         １１．『Latent boundary 潜在する境界』 












































































 ８．『Congeries』2005 年 H29W120D260 
 
    
















































           
６．『Untitled(heart)』     １２．『Untitled』       １３．『Untitled』 










































































            









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                  
1  『戦後日本を駆け抜けた異色の前衛―勅使河原蒼風展』展覧会カタログⅠ、世田谷美術





















































・金沢２１世紀美術館 プレ・イヴェント vol.14 Ｓｈａｐｅ 変容するかたち 金沢市民芸術村   





















                                                  
4 『２１世紀の出会い 共鳴、ここ・から』展覧会カタログ、（長谷川祐子「ポリフォニー」



































                                                  
5  『Ｓｈａｐｅ変容するかたち』展覧会パンフレット、金沢 21 世紀美術館建設事務局、
（11 項を参照） 




































                                                  


























































































































・吉原治良展 東京国立近代美術館（2006 年 6 月 13 日～7 月 30 日） 
 
 この展覧会は、吉原治良の生誕 100 年を記念しての回顧展である。吉原治良といえば、「具
体美術協会」のリーダーで、「円」の作家であることを思い浮かべながら美術館へ向かった。
展示構成は六つの章に分けられた展示となっていた。 
                                                 
第一章 初期作品 窓辺と窓外の風景：1923－1932 
第二章 形而上学的イメージと純粋抽象：1930－1940 






















                                                  
9 『吉原治良展』展覧会カタログ、東京国立近代美術館、2005 年、（131 項を参照） 

















































































・村松画廊 （2006 年 3 月） 
 



























・ギャラリー点 （2006 年 10 月） 
  










































































































































                                                  
1  従来のフェティシズムなる用語は宗教学、経済学、心理学の三分野で使われてきた。










































百科事典』、平凡社、1985 年（⑫－945 項「フェティシズム」を参照） 

















































佐藤道信『明治国家と近代美術』吉川弘文館 1999 年 
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「21 世紀の出会い―共鳴、ここ・から」金沢 21 世紀美術館 2004 年 
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